
九州発「地球規模の視点を
有する次世代傑出人財」
発 掘 ・ 育 成 プ ロ グ ラ ム

令和5年1月31日（火）

ジュニアドクター育成塾

令 和 4 年 度 連 絡 協 議 会

有明高専 竹内 伯夫

熊本高専熊本ｷｬﾝﾊﾟｽ 山崎 充裕

熊本高専八代ｷｬﾝﾊﾟｽ 東田 洋次

久留米高専 中武 靖仁

シニアメンター 西 秋子



① プログラム概要
目的・目標
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＜目的＞
有明高専・熊本高専・久留米高専の合同企画により、
九州中部の小・中学生を対象に、早期技術者人財育
成の高専の特徴を大いに生かした次世代科学技術を
担う傑出人財の発掘・育成プログラムを実施する。

有明高専
久留米高専

熊本高専
熊本ｷｬﾝﾊﾟｽ

熊本高専
八代ｷｬﾝﾊﾟｽ

＜キーワード＞
・九州中部での広域実施
・高専連携
・傑出人財育成

＜傑出人財とは！？＞

(ⅰ) 課題設定・発見能力

(ⅱ) プレゼン能力・表現力

(ⅲ) やりぬく力・課題解決能力 に秀でた人



① プログラム概要
育成計画
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・多様経験型プログラム
・自主プロジェクト型

プログラム

第一段階（毎年新規40名）

・個別研究型プログラム

・学外発表型プログラム

第ニ段階（毎年新規10名＋継続生） 外部
評価
組織

高
専
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
協
議
会

広域（福岡県・熊本県・佐賀県）の各市町村教育

委員会・小学校・中学校・科学館等に案内→自薦

受講生募集

書類審査

・学外研修型プログラム

・受講生交流プログラム

・受講生交流プログラム

評価・審査

・定期的
見直し

・客観的
評価

各会場にコアメンバーの教職員４～８名、社会人メンター若干名、

学生メンター若干名、全体にシニアメンター１名が在籍して指導。
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(1) 申込用紙に必要事項を記入（直筆）して提出

連絡先

活動実績

興味・関心

科学技術に
対する認識

将来の夢

(2) 会場毎に採点項目各５点（20点満点）で書類採点
※学年を応じた点数を意識する（普通が3点）

(3) 採点結果を平均し、会場毎に上位から選抜
※例として有明高専会場R4年度採点結果

全応募者（41名）平均13.1点（06.4～18.4点）
合格者 （13名）平均16.6点（15.0～18.4点）
不合格者（28名）平均11.5点（ 6.4 ～14.4点）

① プログラム概要
募集・選抜方法
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活動内容日程
受講生募集・メンター募集4月
受講生選抜
高専ジュニアドクター協議会設置

5月

合同開校式・始業式6月
合同研修会7月

8月

9月

10月
全日本小中学生ロボット選手権予選会11月
各会場における成果発表会12月

1～2月
合同発表会（小・中学生ジュニア学会）3月

月２回程度の活動

① プログラム概要
年間活動内容



※（選抜人数）/（応募人数）
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久留米熊本・八代熊本・熊本有明全体年度

11/3917/1716/3620/4364/135H30

11/8210/1411/3215/6047/188R1

13/5411/2215/3110/3149/138R2

11/6910/2013/5014/5048/189R3

11/3710/1814/3713/4148/133R4

① プログラム概要
第一段階 各年度の応募・選抜人数



① プログラム概要
第二段階参加の在籍人数
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久留米熊本・八代熊本・熊本有明全体年度

H30

533415R1

237416R2

447419R3

426517R4



② これまでの取組における成果
伸長チェックのためのルーブリック作成
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３高専共通のルーブリック（R３年度改訂版）
（レベル6）
創造レベル

（レベル5）
評価レベル

（レベル4）
分析レベル

（レベル3）
適用レベル

（レベル2）
理解レベル

（レベル1）
知識・記憶ﾚﾍﾞ

ﾙ
項目

研究するときの心
構えや法令を理解
し、研究ノートに
今後の活動計画も
書くことができ
る。

研究するときの心
構えを理解し、研
究ノートに結果等
とともに分析や所
見も記載できる。

研究するときの心
構えを理解し、研
究ノートに実験結
果等を整理しなが
ら書くことができ
る。

研究するときの心
構えを理解し、研
究ノートに実験結
果等を書くことが
できる。

研究するときの心
構えを理解し、研
究ノートを所有し
ている。

研究ノートを所有
している。

研究ノート
（研究倫理）

世界的な視点で詳
しい計画を立て、
新しいことを生み
出すことができ
る。

広い視野を持ち、
詳しい計画を立て
て、新しいことに
挑戦することがで
きる。

集めた情報をもと
に、ものごとを計
画的に進め、新し
いことにも挑戦す
ることができる。

集めた情報をもと
に、ものごとを計
画的に進めること
ができる。

いろいろなものご
とについて、本や
インターネットで
情報を集めること
ができる。

好きなことについ
て、本やインター
ネットで情報を集
めることができ
る。

情報活用力

パソコンで関数や
グラフの機能を使
用できる。

パソコンで図や表
の入った資料を作
成することができ
る

パソコンで文字だ
けの資料を作成す
ることができる。

パソコンでメール
やインターネット
ができる。

パソコンで文字を
入力できる。

パソコンを起動・
終了できる。パソコン

操作技術

テキスト記述型の
プログラミングを
用いてロボット等
を動かすことがで
きる。

テキスト記述型の
プログラミングが
操作できる。

ブロック型のプロ
グラミングでロ
ボット等を動かす
ことができる。

ブロック型のプロ
グラミングが操作
できる。

プログラミングと
はどのよなものか
他の人に説明でき
る。

プログラミングと
はどのようなもの
か知っている。

プログラミング技
術

研究の結果を踏ま
えた次の段階の実
験や研究等を行
い、結果について
考えることができ
る。

研究の結果を踏ま
えた次の段階の実
験や研究等を行う
ことができる。

研究の結果を踏ま
えた次の段階の実
験や研究等の計画
を立てることがで
きる。

身のまわりのこと
について調べた実
験や研究等の結果
について考えるこ
とができる。

身のまわりのこと
について実験や研
究等をすることが
できる。

身のまわりのこと
について実験や研
究等の計画を立て
ることができる。

実験や研究
する力



② これまでの取組における成果
伸長チェックの結果
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ルーブリックによる自己評価によって５つの項目（各項目６

点満点）で受講生の伸長を確認している。

＜有明高専会場の場合（受講生の平均）＞

実験・研究
技術

プログラ
ミング技

術

パソコン
操作技術

情報
活用力

研究ノート
（研究倫

理）

3.62.53.82.82.5
受講前

自己評価

4.94.25.34.44.9
受講後

自己評価
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３高専共通のルーブリック（R３年度改訂版）

（レベル6）
創造レベル

（レベル5）
評価レベル

（レベル4）
分析レベル

（レベル3）
適用レベル

（レベル2）
理解レベル

（レベル1）
知識・記憶ﾚﾍﾞ

ﾙ
項目

広い視野で設定
した課題に対し
て、その解決・
研究方法の案を
提示することが
できる。

広い視野を持
ち、社会的な課
題も意識した研
究課題を設定す
ることができ
る。

集めた情報をも
とに、新たな疑
問を持ち、課題
を設定すること
ができる。

身のまわりの疑
問や探求心に対
して、本やイン
ターネットで情
報を集めること
ができる。

身のまわりのこ
とについて、
「なぜ」、「ど
うして」といっ
た疑問や探求心
を持つことがで
きる。

身のまわりのこ
とについて、
「面白そう」と
興味・関心を持
つことができ
る。

課題設定
・

発見能力

（好奇心
・

探求心）

周囲の様子を見
ながら、質問へ
の返答など目的
に応じて説明方
法を変えて表現
できる。

他の人に自分の
考えを工夫しな
がら、分かりや
すく伝え、理解
を得ることがで
きる。

他の人に自分の
考えを工夫しな
がら、分かりや
すく伝えること
ができる。

他の人に自分の
考えを伝えるこ
とができる。

自分の考えを工
夫しながら、分
かりやすくまと
めることができ
る。

自分の考えをま
とめることがで
きる。プレゼン能力

・
表現力

研究の結果を踏
まえた次の段階
の実験や研究等
を行い、結果に
ついて考えるこ
とができる。

研究の結果を踏
まえた次の段階
の実験や研究等
を行うことがで
きる。

研究の結果を踏
まえた次の段階
の実験や研究等
の計画を立てる
ことができる。

身のまわりのこ
とについて調べ
た実験や研究等
の結果について
考えることがで
きる。

身のまわりのこ
とについて実験
や研究等をする
ことができる。

身のまわりのこ
とについて実験
や研究等の計画
を立てることが
できる。

やりぬく力
・

課題解決能力

② これまでの取組における成果
評価のためのルーブリック作成
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受講生の評価は４つの項目について、ルーブリック（各項

目６点満点）を用いて教職員スタッフおよびメンターで

行っている。

＜有明高専会場の場合＞

やり抜く力
好奇心・探
究心

プレゼン能
力

課題設定・
発見能力

4.74.33.94.2全受講生
平均

5.34.94.75.0
第二段階
受講生
平均

② これまでの取組における成果
選抜評価の結果例
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一貫したプログラムを実施するため、
全会場を回りながら統括者としてメン
ターの管理や全体の企画などを行う。

シニアメンター

科学技術や教育のことに詳しい企業出
身者や教職員OB・OG。
学生メンターの模範となり、受講生の
研究について適切に支援を行う。
※地域人財の活用

社会人メンター

多様経験型プログラムの際は、当日も
しくは前日の開始前に役割を説明・確
認する前日に同じ講座を体験し、実施
内容および役割を確認する場合もある。

学生メンター

② これまでの取組における成果
メンター制度の確立と運用
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小５～中３の誰でも参加・聴講できるイベントを企画・運営

・11月 全日本小中学生ロボット選手権九州北予選

・12月 ３高専４キャンパスの各会場での成果発表会

・03月 小・中学生ジュニア学会

② これまでの取組における成果
社会への波及効果



② これまでの取組における成果
受講生の主な活動実績
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＜これまでの主な実績＞

・日本物理学会Ｊｒ．セッション応募

・小・中学生ジュニア学会優秀賞／奨励賞受賞

・国際アイデアコンテスト「Global Link Singapore」参加

・全国小中学生ロボット選手権（中学の部）入賞

・全国小中学生ロボット選手権（小学の部）準優勝、入賞

・サイエンスキャッスル九州大会参加

・熊本県小・中学校科学展入賞

・サイエンスカンファレンス2021分野賞

・佐賀県児童生徒理科作品展覧会特選

・小・中学生ジュニア学会優秀賞／奨励賞受賞
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＜Ｐｌａｎ（目標）＞
5年間で実施体制を整えながら（マイルストーンを置き
ながら）、受講生の３つの能力を育成する。

＜Ｄｏ（実行）＞
多様な体験を経て受講生の知見を深め、自主プロジェクト

（研究・工作等）をやり抜き、成果をまとめさせる。
＜Ｃｈｅｃｋ（評価）＞

自主プロジェクト型や多様経験型を中心に、受講生に
対して適宜取り組みのフィードバックを行う。
実施体制について評価を受ける（推進委員皆様に感謝！）

＜Ａｃｔｉｉｏｎ（改善）＞
改善点を明確にし、目標を再設定する。

③ 成果に至った要因とその分析
ＰＤＣＡ
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受講生の興味・関心を第一に優先研究テーマ

受講生の興味のある分野の専門家がい
れば、その研究室に配属。
その分野の専門家がいない場合は、教
職員スタッフや社会人メンターが担当
し、議論に参加したり、関連する研究
室をその都度訪問。

第二段階
指導者

第一段階も第二段階も在籍年数は基本
的に１年間。
第二段階の学生は必要に応じて３高専
４キャンパスの他会場の実験機器を利
用することができる。

その他

③ 成果に至った要因とその分析
指導方針の確立
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受講生の
興味・関心

A研究室
専門装

置・設備

B研究室
専門装

置・設備

C研究室
専門装

置・設備

D研究室
専門装

置・設備

有明会場

久留米会場

熊本会場

八代会場

※各会場内で可能な限り対応できているが、連携体制もとれている

③ 成果に至った要因とその分析
第二段階指導者の決定方法
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（ⅰ）直結型：受講生の興味と研究室のテーマがマッチング

（ⅱ）仲介型：指導者が知識を生かして議論し、必要に応じて

その都度各専門の研究室を訪問する。テーマを引き出す。

受講生の興
味・関心

テーマ決定 研究室配属

受講生の興
味・関心

振り返り
興味・関心

テーマ2決定

A研究室

B研究室

テーマ1決定

③ 成果に至った要因とその分析
第二段階における研究の進め方
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ピンホールカメラ 魚とえびの解剖 化学実験
（サテライト講座） （交流講座）

プレゼン練習 マクロマウス大会 鋳造体験

④ 具体的な事例
多様経験型プログラム
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事前調査 測定器の使用法 ミニ研究

研究打ち合わせ 中間発表会 成果発表会

④ 具体的な事例
自主プロジェクト型プログラム
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熊本地震被災地見学 京都大学火山研究ｾﾝﾀｰ 企業ラボ訪問

雲仙火山研修 恐竜博物館見学 阿蘇の湧水地めぐり

④ 具体的な事例
学外研修型プログラム
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合同開講式・講演会 合同研修会 合同研修会
（ハイブリッド） （対面） （ハイブリッド）

全日本小中学生 小中学生ｼﾞｭﾆｱ学会 小中学生ｼﾞｭﾆｱ学会
ﾛﾎﾞｯﾄ選手権予選会 （対面） （ハイブリッド）

④ 具体的な事例
学外研修型プログラム



23

・規模を縮小した「高専ハカセ塾」継続実施

・３高専によるサテライト講座（オンライン）の継続

・メールやチャットによる研究相談の継続

・論文執筆「高専ハカセ塾の取り組みについて」

・論文執筆「小・中学生ジュニア学会の取り組みについて」

・『自由研究の進め方マニュアル』執筆

・高専入学後の育成強化（＝修了生の追跡調査）

→学生メンターやピアサポーターとして活動を継続

→産業界との連携や起業を視野に入れた活動

・自立化に向けての仕組み作り

→受講や教材費用の徴収について検討

・地域人財や社会人メンターの活用

⑤ 今後の改善点・考察
⑥ 自立・展開に向けての取組・課題


